
























要約  首都圏の市部の住宅地区で 2-3才児を持つ母親を対象に児と母親の精神保健につい

て郵送法により調査を行い、  726 人(66%)からの回答を得た。妊娠時の子どもを持つこ

とについての意識より、unwanted 群、mitimed 群、 intendd 群に分けて、人口統計学的

変数、妊娠中のケアから現在までの児と母親の心身の健康について分析した。その結果以

下の所見を得た。(1)unwanted 群 5%、mitimed20%で 4 人に一人は望まない妊娠の結果生

まれていた。前者は主として第 3子一 4子高年の母親で、後者は第 1子で若年の母親であ

った。(2)これらの群は妊娠中の検診や母親学級の利用が少なく、飲酒・喫煙の経験多く、

心理的なストレスを多く体験していた。(3)mistimed 群は育児に不安と負担感を強く感じ

ており、unawnated 群は児との関係が希薄である傾向があった。(4)両群は出生後にもス

トレスとなる体験が多かった。(5)これらの母親は調査時点で、神経症的な訴えを多く有

しており、児は攻撃的・破壊的な問題行動を示しているというものが多かった。 これら

の結果を基に、望まない妊娠で生まれた児と母親の家族と精神保健的なリスクについて考

察した。


